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翻
刻
　
中
西
悦
夫
撮
影
『
開
田
村
西
野
に
於
け
る
石
井
鶴
三
御
制
作
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　「
木
曽
馬
」
関
係
の
写
真
集
』

　
　
　
　
　
―
木
曽
教
育
会
木
曽
郷
土
館
保
管
資
料 

―

福　

江　

良　

純　
（
北
海
道
教
育
大
学
）

　

本
稿
は
、
木
曽
教
育
会
（
長
野
県
木
曽
町
福
島
）
に
保
管
さ
れ
る
「
木
曽
馬
Ⅰ
」、「
木
曽
馬
Ⅱ
」
制
作
事
業

関
写
真
集
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
写
真
は
、
同
じ
く
木
曽
教
育
会
に
保
存
さ
れ
る
二
冊
の
「
島

崎
藤
村
先
生
木
彫
像
制
作
過
程
写
真
」
同
様
、
中
西
悦
夫
（
木
曽
教
育
会
役
員
）
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
木
曽
馬
の
制
作
工
程
の
写
真
は
、
石
井
鶴
三
の
木
取
り
法
と
対
概
念
と
な
る
「
心
棒
」
の
論
理
を
検

証
す
る
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
資
料
で
あ
る
。

【
書
誌
】

底
本　

木
曽
教
育
会
蔵
本

	

『
開
田
村
西
野
に
於
け
る
石
井
鶴
三
御
制
作
の
「
木
曽
馬
」
関
係
の
写
真
集
』　

一
冊

表
紙　

和
紙　

本
文
共
紙　

縦
一
六
〇
ｍｍ	

横
二
四
二
ｍｍ

外
題　

表
：
開
田
村
西
野
に
於
け
る
石
井
鶴
三
御
制
作
の
「
木
曽
馬
」
関
係
の
写
真
集　

	

　
　
　
　

		

木
曽
教
育
會　

26.6.7

～26.6.15　

	

内
題　

表
：
無　

裏
：
無

丁
数　

十
七
丁　
（
表
・
裏
表
紙
を
除
く
）　

右
開
き　

備
考　

写
真
集
冊
子
に
お
い
て
、
図
版
は
そ
の
四
隅
部
分
を
各
ペ
ー
ジ
の
切
込
み
に
差
し
込
む
形
で
留
め
ら	

	

れ
て
い
る
。
翻
刻
版
で
は
、
差
し
込
ま
れ
て
見
え
な
い
状
態
は
再
現
し
て
い
な
い
。

【
凡
例
】

一　

翻
刻
に
際
し
て
、
一
頁
毎
一
枚
写
真
数
、
表
題
文
字
の
配
列
と
大
き
さ
、
図
版
の
縦
横
な
ど
、
お
お
よ

そ
底
本
の
体
裁
に
従
っ
た
。

一　

図
版
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
底
本
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
紙
焼
き
プ
リ
ン
ト
か
ら
デ
ー
タ
を
得
た
。

一　

底
本
に
は
図
版
番
号
は
附
さ
れ
て
い
な
い
が
、
翻
刻
版
で
は
通
し
番
号
を
附
し
た
。

＊
本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
・
課
題
番
号
：18K00118

）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ

る
。
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【
解
説
】

木
曽
馬
像
の
心
棒
と
そ
の
近
代
性

　
『
開
田
村
西
野
に
於
け
る
石
井
鶴
三
御
制
作
の
「
木
曽
馬
」
関
係
の
写
真
集
』（
図
１
）
は
、一
九
五
一
年
六
月

八
日
か
ら
六
月
一
五
日
ま
で
の
八
日
間
に
、
二
体
の
木
曽
馬
像
が
成
っ
た
制
作
事
業
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

撮
影
者
は
、
石
井
鶴
三
の
木
彫
代
表
作
「
島
崎
藤
村
先
生
像
」（
藤
村
木
像
）（
一
）
の
記
録
と
顕
彰
に
努
め
た
、
木

曽
教
育
会
役
員
の
中
西
悦
夫
で
あ
る
。
写
真
集
は
、
一
ペ
ー
ジ
毎
に
キ
ャ
ビ
ネ
サ
イ
ズ
の
写
真
一
枚
と
い
う
コ

ン
パ
ク
ト
な
和
紙
手
作
り
で
あ
る
（
図
２
）（
二
）。
藤
村
木
像
の
場
合
と
異
な
り
、
写
真
は
時
系
列
に
整
理
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、当
時
の
制
作
の
様
子
を
開
田
村

の
風
景
と
と
も
に
今
日
に
伝
え
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。現

在
、
木
曽
郷
土
館
（
木
曽
教
育
会
）
に
は
、
藤
村
木
像
関
連

資
料
お
よ
び
ブ
ロ
ン
ズ
に
鋳
込
ま
れ
た《

木
曽
馬
Ⅰ
》（
藤

島
号
）、《

木
曽
馬
Ⅱ
》（
神
明
号
）
が
こ
の
写
真
集
と
と
も

に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

木
曽
馬
像
の
制
作
は
、藤
村
木
像
の
制
作
の
た
め
木
曽
を

訪
れ
始
め
た
一
九
四
九
年
以
降
、石
井
の
中
に
強
く
芽
生
え

た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、自
身
の
生
い
立
ち
と

の
関
係
も
あ
っ
て
、
馬
に
深
く
愛
情
を
抱
い
て
き
た
石
井

が
、当
地
で
木
曽
馬
に
心
惹
か
れ
て
い
っ
た
の
も
当
然
の
成

り
行
き
だ
っ
た
。
直
接
的
に
は
、
昭
和
二
五
年
の
夏
、
石
井

が
木
曽
を
訪
れ
た
際
に
開
田
ま
で
出
か
け
、二
三
の
典
型
的

な
馬
を
見
た
の
が
動
機
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
十
余
年
、
藤
村
像
の
調
査
を
進
め
て
い
る
筆
者
は
、

藤
村
像
の
ス
ピ
ン
オ
フ
的
な
制
作
で
あ
る
木
曽
馬
像
に
か

ね
て
よ
り
関
心
を
抱
い
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、二
〇
一
九
年

に
制
作
現
地
に
赴
き
、木
曽
馬
像
の
背
後
に
今
も
脈
打
つ
木

曽
人
と
馬
と
の
物
語
を
知
る
に
及
び
、単
な
る
関
心
の
次
元

を
超
え
て
、
強
く
胸
を
打
た
れ
る
感
動
を
覚
え
る
こ
と
と

な
っ
た
（
三
）。

木
曽
馬
像
の
制
作
経
緯
を
『
木
曽
教
育
』
に
記
録
す
る
陶

山
光
男
に
よ
る
と
、石
井
は
制
作
に
あ
た
っ
て
「
一
生
の
う

ち
純
粋
の
日
本
馬
の
彫
刻
を
し
た
い
と
い
う
の
が
私
の
念

願
で
も
あ
っ
た
」
と
強
い
語
り
口
で
述
べ
、歓
迎
の
席
に
集

ま
っ
た
関
係
者
一
同
に
感
銘
を
与
え
た
と
い
う
（
四
）。
そ
れ

は
、
木
曽
馬
像
の
制
作
が
、
幼
い
時
分
の
馬
と
の
関
わ
り
に

根
ざ
す
石
井
生
涯
の
悲
願
で
あ
る
こ
と
へ
の
共
感
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
（
五
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
開
田
村
は
、

石
井
個
人
の
馬
と
の
結
び
つ
き
を
も
超
え
る
、
人
と
馬
の
営
み
が
息
衝
く
稀
有
の
地
で
あ
る
。
石
井
が
人
々
の

感
動
を
誘
っ
た
の
は
、
む
し
ろ
石
井
の
側
に
こ
そ
、
木
曽
人
の
営
み
へ
の
敬
意
が
あ
っ
た
か
ら
に
違
い
な
い
。

そ
う
し
た
心
を
も
っ
て
現
地
を
訪
れ
た
石
井
の
出
会
っ
た
馬
が
、
種
馬
統
制
法
の
も
と
で
絶
滅
に
瀕
し
て
い
た

図１　「木曽馬」関係アルバム表紙　木曽郷土館図２　アルバム見開き 12 頁・13 頁
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純
血
馬
の
う
ち
、
去
勢
を
免
れ
た
唯
一
の
雄
馬
「
神
明
号
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
単
な
る
偶
然
と
は
思
え
な
い
。

む
し
ろ
選
ば
れ
た
の
は
石
井
の
方
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
神
明
号
の
一
頭
の
身
に
掛
か
っ
た
純
系
木
曽
馬
の
存
亡

の
運
命
に
つ
い
て
、
筆
者
は
語
る
資
格
を
持
た
な
い
が
、
神
明
と
石
井
鶴
三
と
の
巡
り
合
わ
せ
こ
そ
を
一
期
一
会

と
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
戦
中
、
長
野
県
更
埴
市
八
幡
の
武
水
別
神
社
に
御
神
馬
と
し
て
奉
納
さ
れ
て
い
た
黎
明
号

（
後
の
神
明
）
が
、
畜
産
組
合
関
係
者
の
熱
心
な
働
き
か
け
に
よ
り
新
開
村
黒
川
に
帰
っ
て
き
た
の
が
一
九
五
〇

年
で
あ
っ
た
（
六
）。
そ
の
年
、
石
井
は
八
月
の
他
に
十
月
に
も
藤
村
像
の
制
作
で
木
曽
を
訪
れ
て
い
る
が
（
七
）、
木

曽
で
の
制
作
事
業
の
本
務
で
あ
る
藤
村
像
の
第
二
作
に
着
手
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、
か
つ
十
月
に
も
な
れ
ば
開
田

高
原
ほ
ど
の
寒
冷
地
で
は
、
屋
外
で
の
制
作
活
動
は
困
難
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
翌
一
九
五
一
年
が
木
曽
馬
像
の

制
作
年
で
あ
る
が
、
同
年
四
月
は
神
明
の
子
で
、
木
曽
馬
復
元
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
第
三
春
山
号
が
誕
生
し
て

い
る
。
神
明
号
の
そ
の
後
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
芳
し
い
活
躍
が
な
か
っ
た
の
か
、
種
雄
馬
と
し
て
の
任
務
を
い

つ
終
え
た
の
か
も
明
確
で
は
な
い
。
山
下
一
平
に
押
さ
え
ら
れ
な
が
ら
も
、
首
を
振
っ
て
荒
ぶ
る
元
気
さ
（
写
真

５
）
も
長
く
は
続
か
な
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。「
精
悍
で
、
丁
度
鎧
武
者
の
乗
っ
た
馬
の
感
じ
」（
八
）
と
石
井
が

評
し
た
神
明
号
と
出
会
え
る
機
会
は
、
お
そ
ら
く
一
九
五
一
年
六
月
が
最
も
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
穏
や
か
に
草
を
食
む
藤
島
号
と
対
を
成
す
か
の
よ
う
に
、
気
丈
に
首
を
高
く
上
げ
る
神
明
号
が
実

物
に
基
づ
く
彫
刻
と
し
て
残
さ
れ
た
こ
と
は
正
に
奇
跡
と
言
う
他
な
い
。

石
井
の
仕
事
は
、
そ
の
心
棒
を
見
れ
ば
一
目
で
分
か
る
通
り
、
完
成
度
の
高
さ
に
お
い
て
は
、
た
だ
感
嘆
す
る

ば
か
り
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
構
造
体
の
論
理
と
し
て
語
る
こ
と
の
で
き
る
藤
村
像
の
基
本
形
と
対
を
成
す
心
棒
の

論
理
で
あ
る
。
剥
製
と
し
て
残
さ
れ
た
第
三
春
山
号
と
異
な
り
、資
料
の
少
な
い
神
明
号
に
と
っ
て《

木
曽
馬
Ⅱ
》

は
、
そ
の
在
り
し
日
の
姿
を
今
日
に
伝
え
る
唯
一
の
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
藤
村
像
（
第
一
作
）

の
石
膏
原
型
で
あ
る
《
藤
村
先
生
像
試
作
》（
一
九
四
三
）
が
、島
崎
藤
村
の
生
前
の
姿
を
捉
え
た
唯
一
の
肖
像
で

あ
る
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
る
。
そ
し
て《

藤
村
先
生
像
試
作
》
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
生
動
す
る
骨
格
を
捉
え

た
造
形
は
、
実
寸
を
超
え
て
原
寸
大
の
ス
ケ
ー
ル
感
を
発
す
る
（
九
）。
つ
ま
り
、
粘
土
の
肉
付
け
は
物
理
的
な
形
を

超
え
て
、
空
間
的
に
立
ち
現
れ
て
く
る
の
で
あ
る
（
一
〇
）。
こ
の
ス
ケ
ー
ル
と
空
間
と
に
関
わ
っ
て
、
元
松
本
教
育

会
長
の
川
口
五
男
人
が
書
い
た
体
験
は
興
味
深
い
。「
あ
る
晩
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
私
た
ち
数
人
は
山
下
一
平
さ

ん
の
家
の
あ
ま
り
明
る
く
な
い
電
灯
の
下
で
、
石
井
先
生
が
板
の
上
に
の
せ
た
半
ば
完
成
に
近
い
牝
馬
の
塑
像
を

回
し
て
み
て
お
ら
れ
る
の
を
い
っ
し
ょ
に
み
て
い
た
。
い
つ
の
ま
に
か
話
し
声
は
消
え
て
二
、三
十
分
間
み
ん
な

無
言
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
時
の
こ
と
で
あ
る
。
突
然
大
き
な
生
き
た
馬
が
私
の
眼
前
に
立
っ
て
い
る
。
私

は
「
は
っ
」
と
し
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
私
の
錯
覚
で
あ
っ
た
が
、
あ
の
時
の
衝
撃
の
感
動
の
情
景
は
い
つ
ま
で

も
眼
底
に
焼
き
付
い
て
は
な
れ
な
い
」（
一
一
）。

個
人
的
な
話
題
で
恐
縮
だ
が
、パ
リ
の
ポ
ン
ピ
ド
ー
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
日
本
で
は
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
、
あ
る
キ
ュ
ビ
ス
ム
系
の
彫
刻
家
の
馬
の
作
品
を
見
て
い
た
と
こ
ろ
、
私
の
同
伴
者
は
突

然
、
川
口
と
同
じ
よ
う
な
感
覚
に
襲
わ
れ
、
そ
の
場
を
飛
び
の
き
そ
う
に
な
っ
た
（
一
二
）。
も
ち
ろ
ん
、
彫
刻
は
動

い
て
い
な
い
。
し
か
し
鑑
賞
者
の
体
験
は
紛
れ
も
な
く
当
人
に
と
っ
て
の
事
実
で
あ
る
。
川
口
の
体
験
談
は
木
曽

馬
像
が
キ
ュ
ビ
ス
ム
と
も
比
較
で
き
る
近
代
性
を
帯
び
て
い
る
こ
と
を
示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

西
洋
で
起
き
た
革
新
的
な
芸
術
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
と
木
曽
馬
像
の
制
作
と
は
、
そ
の
世
界
観
に
隔
絶
の
間
は
否

め
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
藤
村
木
像
に
対
し
、
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
が
「
キ
ュ
ビ
ス
ム
」、「
セ
ザ
ン
ヌ
」
と
の
言

葉
で
評
価
し
た
こ
と
は
、
そ
の
当
時
の
石
井
の
周
辺
で
は
大
き
な
話
題
と
な
っ
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
作
者
石
井

本
人
は
、
こ
う
し
た
美
術
様
式
上
の
問
題
は
意
識
に
な
か
っ
た
。
何
枚
か
の
ス
ケ
ッ
チ
を
描
い
た
後
、
用
意
し
て
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あ
っ
た
椹
の
木
で
心
棒
を
組
み
始
め
た
。「
細
く
削
っ
て
は
紐
で
縛
り
、
又
ほ
ど
い
て
は
削
る
と
い
う
」
作
業
を

繰
り
返
し
、
非
常
に
苦
心
し
て
心
棒
を
成
し
た
。
弟
子
の
笹
村
草
家
人
は
「
こ
の
骨
組
み
に
よ
っ
て
完
成
の
形
が

き
ま
っ
て
し
ま
う
」（
一
三
）
と
そ
の
重
要
さ
を
陶
山
に
説
い
た
。

陶
山
は
、
牡
牝
二
頭
の
木
曽
馬
が
「
石
井
の
手
に
よ
っ
て
永
遠
に
そ
の
姿
を
残
す
こ
と
と
な
っ
た
」（
一
四
）
と

自
身
の
一
文
を
結
ん
で
い
る
。
石
井
の
思
い
、
現
地
の
人
の
思
い
。
人
と
馬
と
の
営
み
の
歴
史
が
わ
ず
か
八
日
間

の
内
に
込
め
ら
れ
て
な
っ
た
希
代
の
彫
刻
が
木
曽
馬
像
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
永
遠
の
姿
と
は
、
形
と
し
て
固

定
さ
れ
た
馬
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
く
、
常
に
生
き
て
動
く
体
験
性
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
作

品
に
触
れ
る
幾
世
代
の
人
々
の
心
を
打
つ
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。

【
解
説
注
釈
】

注
一　
　

石
井
鶴
三
の
制
作
に
よ
る
島
崎
藤
村
の
像
は
、石
膏
原
型
と
木
彫
合
わ
せ
て
四
体
が
作
ら
れ
て
い
る
。木

曽
教
育
会
の
木
曽
郷
土
館
に
は
、木
彫
第
一
作
目（
第
一
作
）お
よ
び
木
彫
第
二
作
目（
第
二
作
）の
石
膏

原
型
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、第
一
作
の
原
型
で
あ
る《

藤
村
先
生
像
試
作
》（
一
九
四
三
）、

木
彫
第
二
作
は
東
京
藝
術
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

注
二　
　

当
翻
刻
資
料
は
、ア
ル
バ
ム
原
本
の
構
成
や
配
置
を
復
元
し
て
い
る
。
ア
ル
バ
ム
は
右
開
き
で
、各
ペ
ー

ジ
に
は
キ
ャ
ビ
ネ
サ
イ
ズ
の
モ
ノ
ク
ロ
プ
リ
ン
ト
が
一
枚
ず
つ
貼
ら
れ
て
い
る
。
各
写
真
の
ネ
ガ
は
大

判
の
ガ
ラ
ス
乾
板
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
、
一
枚
一
枚
、
ガ
リ
版
に
よ
っ
て
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が
刷
ら
れ
た

薄
紙
の
袋
に
入
れ
ら
れ
木
曽
教
育
会
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

注
三　
　

福
江
良
純
、
石
井
鶴
三
と
木
曽
人
の
奥
行
き	

―
木
曽
馬
神
明
号
制
作
に
関
わ
っ
て	

―　

、『
信
州
大
学

附
属
図
書
館
研
究
』
第
九
号
、
信
州
大
学
附
属
図
書
館
（
二
〇
二
〇
）、
九
七 -

一
〇
四
頁
。

注
四　
　

陶
山
光
男
、「
木
曾
馬
の
誕
生
」、『
木
曽
教
育
』
第
四
十
二
号
、
木
曽
教
育
会
（
一
九
七
四
）、
一
三
四 

-

一
三
五
頁
。

注
五　
　

石
井
鶴
三
が
、
彫
刻
の
原
体
験
を
振
り
返
る
た
び
に
語
ら
れ
る
の
は
、
少
年
時
代
、
養
子
に
出
さ
れ
た

先
で
出
会
っ
た
馬
の
と
の
触
れ
合
い
で
あ
る
。
馬
の
体
の
面
白
さ
に
覚
え
た
感
動
に
つ
い
て
、石
井
は
、

後
に
彫
刻
の
本
質
と
明
言
す
る
「
立
体
感
動
」
と
同
じ
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

注
六　
　

神
明
号
が
木
曽
に
戻
っ
て
き
た
月
日
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
一
九
五
〇
年
一
月
二
十
四
日
以
降
で

あ
る
こ
と
が
当
時
の
通
信
記
録
か
ら
判
断
で
き
る
。
原
文
子
、『
木
曽
馬
の
き
た
道
』、
自
費
出
版
非
売

図
書
（
二
〇
〇
七
）、
二
一
五
頁
。

注
七　
　

石
井
の
日
記
に
よ
れ
ば
、九
月
三
〇
日
の
夜
に
奈
良
井
に
到
着
。
翌
日
か
ら
制
作
に
取
り
掛
か
り
、一
〇

月
八
日
の
午
前
一
〇
時
半
過
ぎ
に
諏
訪
に
向
け
て
発
っ
た
と
あ
る
。『
石
井
鶴
三
日
記
』
第
三
巻
、形
文

社
（
二
〇
〇
五
）、
三
〇
六	-

三
〇
七
頁
。

注
八　
　

前
掲
陶
山
、
一
三
七
頁
。

注
九　
　

笹
村
草
家
人
、「
木
曾
と
石
井
鶴
三
」、『
木
曽
教
育
』
第
四
十
二
号
、木
曽
教
育
会
（
一
九
七
四
）、一
一
九

頁
。

注
一
〇　

石
井
は
一
九
六
四
年
一
一
月
十
六
日
、
木
曽
教
育
会
で
行
わ
れ
た
「
た
く
ま
し
い
日
本
の
造
形
力
と
題

さ
れ
た
講
演
会
後
、
お
そ
ら
く
は
藤
村
木
像
を
前
に
し
て
、「
造
型
と
い
う
の
は
、
単
に
こ
こ
の
と
こ
ろ

の
も
の
を
こ
し
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
こ
こ
の
中
に
込
め
ら
れ
た
一
種
の
不
思
議
な
も
の
で
す
。
そ
こ

か
ら
、
こ
う
、
不
思
議
な
も
の
が
動
い
て
き
て
、
空
間
に
立
ち
込
め
る
と
い
う
感
じ
で
す
ね
」
と
語
っ
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て
い
る
。
木
曽
教
育
会
に
保
管
さ
れ
る
音
源
（
録
音
テ
ー
プ
）
三
八
分
三
三
秒
よ
り
。

注
一
一　

川
口
五
男
人
、「
藤
村
像
二
体
と
木
曾
馬
二
頭
を
木
曾
で
制
作
さ
れ
た
石
井
鶴
三
先
生
」、『
信
濃
教
育
』

第
一
〇
四
四
号
、
信
濃
教
育
会
（
一
九
七
三
）、
八
四
頁
。

注
一
二　

二
〇
一
八
年
八
月
二
七
日
。
筆
者
と
同
伴
者
は
、
パ
リ
の
ポ
ン
ピ
ド
ー
セ
ン
タ
ー
内
で
、Raym

ond	

Ducham
p	-	Villon,	”Le	Chavel	m

ajeur”

（1914
-1915

）（
参
考
図
１
）	

を
見
て
い
た
。
作
品
タ

イ
ト
ル
か
ら
そ
れ
が
馬
の
造
形
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
形
態
要
素
が
部
分
的
に
見
え
始
め
た
次
の
瞬

間
、
そ
の
同
伴
者
に
は
、
突
然
馬
が
猛
々
し
く
突
進
し
始
め
「
危
な
い
！
」
と
身
の
危
険
を
覚
え
た
。

こ
れ
を
幻
覚
と
し
て
片
付
け
る
こ
と
は
簡
単
で
あ
る
が
、
川
口
の
体
験
談
と
併
せ
る
な
ら
、
我
々
の
認

識
シ
ス
テ
ム
に
潜
在
す
る
能
動
的
な
働
き
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。

注
一
三　

前
掲
陶
山
、
一
三
五
頁
。

注
一
四　

前
掲
陶
山
、
一
三
七
頁
。

【
資
料
】

参考図１　”Le Chavel majeur” (1914 -1915) 

作品右端上部にかぎ型に曲がっているのが、馬の鼻先
である。くの字に折れた本体の上下を斜めにつなぐよ
うなクランクシャフトが確認できる。これらが、一瞬、
体験的にはマシンのごとく動き始めたのである。
（図版筆者撮影）
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「木曽馬」関係の写真集図版データ　（サイズは cmで表記）

番号 撮影日 サイズ 備考

１ 1950.6.15 11.7×16.1 最終日前記念写真
２ 1950.6.15 11.7×16.1 最終日昼食？
３ 1950.6.7 11.7×16.1 山下はつと泥月毛
４ 1950.6.● 11.7×16.1 藤島号と鶴三
５ 1950.6.7 11.7×16.1 山下一平と神明号
６ 1950.6.7 11.7×16.1 藤島号を見る鶴三
７ 1950.6.7 11.7×16.1 記念撮影	到着日？
８ 1950.6.15 11.7×16.1 最終日の制作
９ 1950.6.● 11.7×16.1 《木曽馬Ⅱ》石膏原型
１０ 1950.6.7 11.7×16.1 山菜を持つ鶴三　到着日？
１１ 1950.6.● 11.7×16.1 2体の石膏原型
１２ 1950.6.● 11.7×16.1 開田村風景
１３ 1950.6.8 11.7×16.1 《木曽馬Ⅰ》心棒
１４ 1950.6.8 11.7×16.1 《木曽馬Ⅰ》心棒
１５ 1950.6.8 11.7×16.1 心棒を組む鶴三
１６ 1950.6.8 11.7×16.1 《木曽馬Ⅰ》心棒
１７ 1950.6.● 11.7×16.1 《木曽馬Ⅰ》石膏原型
１８ 1950.6.● 11.7×16.1 《木曽馬Ⅱ》石膏原型
１９ 1950.6.● 11.7×16.1 《木曽馬Ⅱ》粘土石膏
２０ 1950.6.● 11.7×16.1 《木曽馬Ⅱ》粘土石膏
２１ 1950.6.● 11.7×16.1 《木曽馬Ⅱ》粘土石膏
２２ 1950.6.● 11.7×16.1 《木曽馬Ⅱ》粘土石膏
２３ 1950.6.● 11.7×16.1 《木曽馬Ⅱ》石膏原型

番号 撮影日 サイズ 備考

２４ 1950.6. ● 11.7 × 16.1 《木曽馬Ⅱ》石膏原型
２５ 1950.6. ● 11.7 × 16.1 くつわ
２６ 1950.6. ● 11.7 × 16.1 《木曽馬Ⅱ》粘土石膏
２７ 1950.6.7 11.7 × 16.1 山下はつと泥月毛
２８ 1950.6.8 11.7 × 16.1 心棒を組む鶴三
２９ 1950.6. ● 11.7 × 16.1 《木曽馬Ⅱ》粘土石膏
３０ 1950.6.7 11.7 × 16.1 山下はつと泥月毛
３１ 1950.6. ● 11.7 × 16.1 《木曽馬Ⅰ》石膏原型
３２ 1950.6. ● 11.7 × 16.1 《木曽馬Ⅰ》石膏原型
３３ 1950.6. ● 11.7 × 16.1 《木曽馬Ⅱ》粘土石膏

＊各図版の撮影日は、画像内容から推定したものである。
＊陶山光男の記録、石井鶴三の日記から特定できる木曽馬像の制作工程は以下の
通りである。

　6月 7日	石井鶴三一行、山下家到着
　《木曽馬Ⅰ》

　8日午前：スケッチ・心棒　午後：粘土肉付け
　9日～ 11日：制作・完了　12日より千村による石膏型取り作業
　《木曽馬Ⅱ》

　12日：スケッチ・心棒　粘土肉付け
　13日～ 15日午前：制作・完了

【謝辞】
木曽教育会の事務局長梶原博雄氏並びに事務局職員の方々には、木曽馬像関
係写真の調査と本稿執筆に御協力を賜った。ここに記し、感謝の意を表す。


